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北海道の蚊の活動性については，Ｓｕｚｕｋｉ（１９５６） が札幌の馬小屋に来集する蚊の季節消長につい

て報告しており， 佐藤らもまた大雪山系 （１９６３，１９６９） と知床半島 （１９７２） における蚊の日周活動

性， 季節的消長， ドライアイスによる蚊の誘引効果などについて報告している．

　

佐藤・泉・大屋敷・薮・津野・久井 （１９７３） によると， 銭函に棲息する蚊は４属１３種類である

が， 北海道ではそれらのほとんどの蚊の活動性について未だ報告されていない，

　

筆者らは１９６４年から１９７２年までの間に， 延べ５年間にわたり， 銭函に棲息する蚊類の活動性を

調べた， その結果、 Ａｅｄｇｓ

　

ばれ存ｚばβ郡， Ａｅｄｅｓ

　

ゑ総昭の２云関， Ａ８ｄｅｓ

　

ｇ緒γ煽ぎ”雄， Ａｅｄｅｓ り８煎れｓ，

Ａれゆ卿ＺｅｓｓＺ膨れ諺ｓなどを中心とした蚊類の日周活動性， 季節的消長， ドライアイスの誘引効果な

どを知り得たのでここに報告する．

　

報告に先だち， 実験に協力された本学学生諸君に深謝の意を表する．
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実験を行なったのは銭函駅から北東へ約３ｋｍ の位置にあるカシワ林の中で， 林縁より約５ｍ の

地点である． 林内にはカシワのほかにササが密生し，日当たりはあまり良くない．カシワ林は１００～

２００ｍ の幅で石狩湾沿いに約 ２０ｋｍ 続いている．

　

１９６４年

　

５月 ２６日，５月３１日～６月１日，６月１４日～１５日

　

１９６７年

　

５月３１日～６月１日，７月１日～２日

第１図

　

ヒトが入った蚊張（ＨＭ）

　　　　　　　　　　

第２図

　

ドライアイスを入れた蚊張（ＤＭ）

第３図

　

加藤式ドライアイストラップ（ＫＤ）
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１９６８年

　

５月１８日～１９日，６月１日～２日，６月３０日～７月１日

　

１９６９年

　

６月１１日～Ｌ２日，６月２０日 ２１日，８月２２日～２３日

　

１９７２年

　

５月２４日～２５日，６月１日～２日， ７月１６日～１７日，８月１４日～１５日

　

実験を行なったのは上記の５年間で， １時間ごとに５分間の捕集実験を行なった， 実験方法は次

の通りである．

　

ａ， 市販の蚊帳（緑色， 木綿製，１７０ｘ２３０×１８０ｃｍ
３） の中に人が入り， １時間ごとに５分間， 蚊

帳の一隅を開け，来集する蚊を捕集する方法（Ｈｕｍａｎ‐ｂａｉｔｅｄｍｏｓｑｕｉｔｏ．ｎｅｔｔｒａｐ，略してＨＭ，第１図）．

　

ｂ． 蚊張の中に， 人の代りに ドライアイスを入れて， 来集する蚊を捕集する方法 （Ｄｒｙｉｃｅｂａｉｔｅｄ

ｍｏｓｑｕｉｔｏ ｎｅｔｔｒａｐ，略して ＤＭ，第２図），

　

ｃ． 東北大学の加藤陸奥雄教授が考案した， 加藤式ドライアイストラップを用いて捕集する方法

（Ｋａｔ６ｓｄｒｙｉｃｅ ｍｏｓｑｕｉｔｏｔｒａｐ， 略して ＫＤ， 第３図）．

　

なお実験の際に気温，湿度及び照度などを記録した， 照度の測定には東芝５号型（０～２０，０００ルッ

クス） の照度計を用い， 蚊帳内 （１１ｌｕｍｉｎａｔｉｏｎｉｎｔｅｎｓｉｔｙ Ａ） 及び蚊帳外 （１１ｌｕｍｉｎａｔｉｏｎｉｎｔｅｎｓｉｔｙＢ）

の水平照度で，１０，０００ルックスまで示した． ドライアイスは常に ４～５ｋｇ の固まりを用いた．

結 果 と 考 察

１． 結 果 の 概 要

銭函において１９６４年，１９６７年，１９６８年， １９６９年， １９７２年の各年度に行なった実験結果の概要

を第１表に示す． 表に見られるように， ５分間捕集の総延べ回数は３１１回である． なおこの表で不

明種とあるものは， 蚊の破損度が大きく， 種類を判定できなかったものを示している．

ａ． 蚊の種類

捕獲された蚊の種類は

Ａ

　

ｒｅαＢＳ（ｏｃ形好防燭“ｓ）Ｚ７２か”粛然 Ｄｙａｒ，１９１９ サッ ポロ ヤ ブカ

Ａｅｄｇｓ（０弟をγ所砺“ｓ） 庇櫛”剛力婚 Ｄｙａｒ，１９１６

　　　　　　　　　　　　

キタヤブカ

Ａ可憐（ｏｃ賜好防の“ｓ） 錆び”αα“ｓ（Ｗａｌｋｅｒ，１８５６）

　　　　　　　　　　

アカソヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄメタ”ｏゆ卿多ｓ）〃ｅ櫛％ｓ”ＺＰのｏれ”（Ｔｈｅｏｂａｌｄ，１９０５）

　　　　　　

キ ソイ ロヤプカ

Ａ８ｄｇｓ（Ａｅｄｅｓ）ｙα粥α卿Ｚｓａｓａ， ＫａｎｏｅｔＴａｋａｈａｓｈｉ，１９５０ ヤマダヤブカ

ＡｅαＢＳ（Ａｅｄｇｓ）ＢＳＯＢれｓお Ｙａｍａｄａ，１９２１

　　　　　　　　　　　　　　　

エ ゾヤ ブカ

Ａｅｄｅｓ（Ｓ云ｅｇｏ粥“α）ｇ１ｏＺ娩ＳＺＹａｍａｄａ，１９２１

　　　　　　　　　　　　　

ミス ジシマ カ

　

Ｃ“／ｅ％（Ｃ“彰尤）力めＺＢ％ｓＰα”捌ｓＣｏｑｕｉｌｌｅｔｔ，１８９８

　　　　　　　　　　　

アカイ エ カ

Ｃｚ‘彰劣（Ｃ“ＺＢ％）堀部”ｓ ｗｉｅｄｅｍａｎｎ，１８２８

　　　　　　　　　　　　　　

ス ジア シイ エ カ

Ｃ“Ｚ錆（Ｃ“Ｚｇｘ）ｏ“醐加於 Ｅｄｗａｒｄｓ，１９２１

　　　　　　　　　　　　　　

ハ マ ダラウ ス カ

　

Ａ”ｏめゐ８をｓゑｙγ餌”ｚ婚 彩れｅれｓＺｓ 駅′ｉｅｄｅｍａｎｎ，１８２８

　　　　　　　　　　　　

シナハマ ダラカ

の１１種である．

　

これらの種類のうち

　

ｏ物をγｏＺＱＺ“ｓ 亜属のヤブカが個体数の大部分を占め， その中でもサッポロ

ヤブカが圧倒的な優占種となっている．

　

この実験に先だって行なわれた幼虫の調査 （佐藤・泉・大屋敷・薮・津野・久井１９７３）では， サ

ッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカ， ヤマダヤブカ， エゾヤブカ， ヤマト

ハポシカ， エゾウスカ， アカイエカ， スジアシイエカ， ハマダラウスカ， シナハマダラカの１２種

が記録されているが， 成虫ではヤマトハポシカとエゾウスカが全く捕集されなかった，

（４７）
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ｂ， 個

　

体

　

数

　

第１表を通覧すると， 各年度によって捕獲個体数に大きな違いが見られる． すなわち１９６７年の

アカソヤブカや１９６８年のシナハマダラカなどは他年度の同種よりも極めて多く，．１９６８年のサッポ

ロヤブカは前年度に比べて著しく少ない，

　

大雪山系の調査（佐藤・本間・前鼻

　

１９６９）では， 大雪山の蚊が年々減少の傾向を示しているが，
銭函の

　

ｏｃゑ毎γｏＺの“ｓ

　

亜属の蚊とシナハマダラカは， 上述のように年によって増減するのが特徴的

である，

　

２． 日

　

周 活 動 性

　

サッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカ， ツナハマダラカの５種は， 銭函

ではかなり濃密に棲息する種類である．５か年にわたる１８回の実験のうち，それらの蚊類の活動の

最盛期が最も適当な条付下でとらえられたのは次の通りである．

　

１９６７年５月３１日～６月１日 サッポロヤブカ

　

１９６７年７月１日～７月 ２日

　　

アカ ソヤ ブカ

　

１９６８年６月１日～６月２日

　　

キタヤブカ

　

１９６９年８月２２日～８月２３日

　

シナハマダラカ

　

１９７２年７月１６日～７月１７日

　

キソイロヤブカ

以下， これらの実験について述べる，

ａ． １９６７年５月３１日～６月１日の実験

　

５月３１日の１５時から６月１日の１４時まで， ＨＭ

　

を用いた場合を， ＤＭ

　

を用いた場合の対照と

して， 時間ごとの捕集実験を２４回行なった，２日間を通じて快晴， 無風で，蚊の活動を妨げる環境

ではなかった， 蚊の総捕獲個体数は， ＤＭ

　

では６，４０７頭 （ほかに舎４５頭）， ＨＭ では８９５頭 （ほか

に舎１頭） であり， ドライアイスの誘引率 （ＤＭ／ＨＭ）は，７，２という高い数値を示している．
捕獲された蚊の種類は， 両装置ともサッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカの３種類で， こ

のうちサッポロヤブカの個体数が ＤＭ では９０％， ＨＭ では８１％を占めている，

　

なお今回の５分間捕集のうちで最も蚊の来集が激しかったのは１９時で， ＤＭ では７２２頭， ＨＭ

では１０５頭である． 各時間ごとの捕集個体数を種類別にｌｏｇ（“十１）（”＝個体数）で表わすと第４図

のようになる．

サッポロヤブカの捕獲個体数は， ＤＭ

　

では５，７７３頭， ＨＭ では７２６頭である． 本種は両装置と

も， 昼間夜間を通じて活動を継続しており， 特に薄暮と薄明に活動が盛んになる， いわゆる二山型

の活動性を示している，

活動のピーク時の照度は，ＤＭ， ＨＭ 共， 薄暮 （１８時） が ２０Ｌｕｘ， 薄明 （７時） が ６４０Ｌｕｘ で

あり， 薄明の方が薄暮よりも明るくなっている， なお本種の雄はＤＭ の場合だけ３６頭捕獲された

が， 雌に比べると極めて少ない数である， 雄の来集については， 佐藤・本間・前鼻 （１９６９） が， 大

雪山の蚊の実験で考察しているように， ドライアイスから発散する二酸化炭素のみが雄蚊の誘引と

なったものとは考えられない，

　

アカソヤブカの捕獲個体数は，ＤＭ

　

では３６０頭， ＨＭ

　

では１１３頭で， それぞれの総捕獲個体数

の５，６％及び１２，６％となっている． しかし， サッポロヤブカに比べると著しく少ない数である， 本

種も昼間夜間を通じて活動を継続しているが， やはり薄暮と薄明に活動が盛んになる二山型の活動

性を示している． しかし

　

ＤＭ と ＨＭ

　

ではピークの時間がわずかにずれており， 薄暮のピークで

は ＤＭ が２０時， ＨＭ が１９時となっている， アカソヤブカの雄は ＤＭ では９頭， ＨＭ では１頭

捕獲された，

（４９）
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た． 本種は両装置とも， １７時頃から活動が盛んになっている， 薄暮のピークは， ＤＭ

　

では２０時

（３２０頭）， ＨＭ では１９時 （３７頭） となっている． ５時以後の実験を行なっていないため， 薄明時

の活動は明らかでないが， おそらくは二山型の活動性を示すものと思われる．

　

シナハマダラカの捕獲個体数は，ＤＭ

　

では７４６頭，ＨＭ

　

では２３９頭であり， それぞれ総捕獲個

体数の４８．２％と６０，５％を占めている． 本種はキソイロヤブカと同様に，１９時に ＨＭ では１２１頭，
ＤＭ

　

では２０８頭と， 活動のピークができている． 薄明時は， 前述の理由により明らかでないが，
ＨＭの方が４時頃からわずかに増加の傾向を示している． このことから本種も， 薄暮と薄明に活動

のピークをもつ二山型の活動性を示すものと思われる．

　

アカイエカの捕獲個体数は，ＤＭ

　

では２９頭，ＨＭ

　

では１４頭であり， それぞれ総捕獲個体数の
２％と３，５％を占めているに過ぎない． 本種は夕方から朝方にかけて連続的に， または散発的に来集

しているが， 個体数が少ないためその活動性については言及できない，

　

スジアシイエカは

　

ＤＭ

　

では７頭， ＨＭ

　

では２頭と， 全体の０，５％を占めるに過ぎず， また ・マ

ダラウスカとミスジシマカの個体数も極めて少ないので， それらの活動性についてはやはり言及で

きない．

３． 季 節 的

　

消 長

すでに述べたように， 銭函に棲息する各蚊の発生量には， 各年によってかなりの変動がある，６
月初旬の前後には常に優占種となっているサッポロヤブカが，１９６８年にはキタヤブカと置換される

現象も見られる． 各種類の蚊の最盛期もまた年度によＹって異なる事が多い．

　

しかしながら各年度を通じて， 各種類の蚊の季節的移行過程は， 概ね似た傾向を示しているの
で， その代表として１９７２年の５月２４日～２５日， ６月１日～２日， ７月１６日～１７日の各実験結果
に，１９６７年７月１日～２日と１９６９年８月２２日～２３日の結果を補って，蚊の個体数と百分率を示し
たのが第２表である，

第２表を通覧すると， ７月の初旬までは， ほとんどヤブカ属の蚊で占められ， ７月中旬以後にな
るとイエカ属とヤブカ属が混棲している．

　

蚊類の中で， 最も早期の５月下旬に最盛期となる種類はキタヤブカであり， それよりやや遅れて
サッポロヤブカ， さらにか１ヶ月ほど遅れてアカソヤブカが順次最盛期を示している． 以後， ７月

中旬にキソイロヤブカの第１回目の最盛期があり， ８月下旬にはキソイロヤブカとシナハマダラカ

の最盛期が見られる，

　

サッポロヤブカの捕獲個体数は，６月初旬には総捕獲個体数の８０％強を占め， 最大となっている
が，７月初旬までに急激に減少し，中旬には１％以下になる， 本種は雪融けと共に発生し，５月下旬
から６月上旬にかけて最盛期となり， 以後活動が鈍っていくものと思われる． 従って本種の活動期
間は約２ヶ月に過ぎない．

　

キタヤブカの最盛期は５月下旬で， 捕獲個体数は約２４％を示しているが，６月初旬には減少の傾
向を見せ， ７月の初旬にはさらに著しく減少し， 中旬には活動が全く見られなくなる． 従って本種
の活動期間は２ヶ月に満たず， 当地の蚊のうちでは最も活動期間の短い種類になっている，

　

アカソヤブカの場合は，前記２種よりもわずかに遅れて活動を開始し，その最盛期は７月上旬で，
活動停止期は７月下旬と思われる．
佐藤ｏ岩瀬 （１９５９） は， 旭川における本種の活動期間は５月下旬から６月上旬に限ると述べてい

ることから， 銭函のアカソヤブカが７月下旬まで活動を続けていることは極めて興味深く 思われ
る．

　

キソイロヤブカは７月下旬と８月下旬に最盛期を示していることから， 年２回以上の発生をくり
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第２表

　

蚊 の 活 動 の 季 筋 的 消 長
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※

　

下線は， それぞれの蚊の活動の最盛期を示す

かえしているものと思われる． 本種は当地において最も活動期間の長い蚊で，
６月初旬から８月中

旬以後まで継続的に活動している．

　

ヤマダヤブカ， エゾヤブカは共に極めて個体数の少ない種類であり， ６月初旬から７月中旬にわ

たって活動している． ミスジシマカの場合は７月中旬には比較的個体数が多いが，
８月下旬までに

は活動を終えてしまうものと思われる．

　

シナハマダラカは， ７月上旬から活動を開始し， ８月中旬に最盛期となる． しかし， それ以後の

捕集実験をしていないので， 活動停止期については言及できない．

　

アカイエカとスジアシイエカは共に７月から活動を始め， ８月の中旬から下旬にかけて， 最も個

体数が多くなっている， 活動停止期についてはやはり言及できない，
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般

　

考

　

察

１． 蚊

　

の

　

種

　

類

　

銭函に棲息する蚊の種類は幼虫も含めると次の１３種類である（佐藤・泉・大屋敷・薮・津野・久

井

　

１９７３），

　

サッポロヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃ賜８γｏ加彰ｓ）勿云γ＆‘〆β“ｓ Ｄｙａｒ，１９１９

　

キタヤブカ

　　　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃ揚げ〆の“ｓ） 庇締め昭雄 Ｄｙａｒ，１９１６

　

アカソヤブカ

　　

Ａｅｄｅｓ（０物／好餌メメｓ）ｅ北郷“伽ｓ（Ｗａｌｋｅｒ，１８５６）

　

キソイロヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅ燐粥ｏゆえ“ｓ）兜匁αｍ ”め功れ“（Ｔｈｅｏｂａｌｄ，１９０５）

　

ヤマダヤブカ

　　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｅｓ）”粥ααの Ｓ鯛α，ＫａｎｏｅｔＴａｋａｈａｓｉ，１９５０

　

エゾヤブカ

　　　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｅｓ）ｅｓｏｅ”ｓＺＳ Ｙａｍａｄａ，１９２１

　

ミスジシマカ

　　

Ａｅｄｇｓ（ＳＺβ卯粥“α）ｇ雄ＺＯＺＳＺＹａｍａｄａ，１９２１

　

ヤマ ・ポシカ

　

Ｃ“鯨鑑α（Ｃ”ＺＺ彫””）７２めめｏ’⑦Ｚｃα ＹａｍａｇｕｃｈｉｅｔＬａｃａｓｓｅ，１９５０

　

アカイエヵ

　　　

Ｃ“迄尤（Ｃ”彰匁）わＺＰＺＢ”ｓカメＺＢ“ｓＣｏｑｕｉｌｌｅｔｔ，１８９８

　

スジアシイエカ

　

Ｃ“彰劣（Ｃ”を劣）〃αｇα”ｓ ｗｉｅｄｅｍａｎｎ，１８２８

　

ハマダラウスカ

　

Ｃｚ‘彦匁（Ｃｚ‘Ｚ錆）ｏγ彰鰯〆お Ｅｄｗａｒｄｓ，１９２１

　

エゾウスカ

　　　

Ｃ”彰劣（ＭＢｏ鰯迄尤） 粥るｅれｓＺＳＳａｓａｅｔＴａｋａｈａｓｉ，１９４８

　

シナ ハ マ ダラ カ

　

Ａ７２０め勿郷ｅｓ 勿ｙγｃのり“ｓｓＺ”ｅ７２ｓお 釈′ｉｅｄｅ・ｎａｎｎ，１８２８

　

このうちヤマトハポシカとエゾウスカの成虫は得られず， ハマダラウスカの成虫もわずかに４頭

が捕獲されたに過ぎない．

　

サッポロヤブカは， 各年度を通算して最も多く捕獲された種類で， 総捕獲個体数２６，７０５頭のう

ち，１５，６５０頭を占めている． キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカ， シナハマダラカの４種

類はこれに次いで多く捕獲された種類で， これら５種の捕獲個体数の合計は， 総捕獲個体の約９８．５

％を占めている，

　

２． 優

　　

占

　　

度

　

銭函では， 季節あるいは年度によってサッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤ

ブカ， シナハマダラカの５種類の蚊が， それぞれ優占する期間を持っている．

　

サッポロヤブカは５月の中旬から６月の上旬にかけて最盛期を持ち， 優占度は７５～８５％である．

キタヤブカもほぼ同じ時期に最盛期を持っている．本種の優占度は通常の年度は２０～２５％に過ぎな

いが，１９６８年の６月１日～
６月２日の実験では，サッポロヤブカを抜いて８０％の優占度を記録して

いる．

　

アカソヤブカが優占することは稀であるが，１９６７年の７月１日～７月２日の実験では珍しく優占

種となっており， この時の優占度は約６４％であった，

　

キソイロヤブカは１９７２年の７月１６日～７月１７日には， 約９３％という高い優占度を示したが，
１９６８年の８月２２日～８月２３日にはシナハマダラカの最盛期と重なり，両種がともに５０％に近い率

で優占していた． このように同一時期に， ２種の蚊がほぼ同率で混棲し， 共に優占種となっている

ことは， 北海道では極めて稀なことである．

　

佐藤．沢田 （１９６３） は， 大雪山系で総じて多いのはトカチヤブカであり，全体の９４％を占めてい

ると述べている， また佐藤・井村・工藤・松本 （１９７３） は， 知床半島でもトカチヤプカが優占し，
その優占度も８８～１００％と， 極めて高いのが普通であるが，，羅臼湖付近ではアカソヤブカが５９～７８

％で優占種となっていると述べている．

　

銭函地方では年度により若干の変動はあるものの， 総じてサッポロヤブカの優占度は， 上述の大

（５７）



Ｖｏｌ．２４，Ｎｏ．２

　　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ，１ＩＢ） ｊａｎｕａｒｙｌ９７４

雪山や知床半島のトカチャブカほどではないが比較的高いものであり， したがって群集構造が比較

的単純になっている点， 北方的性格を示しているものと考えられる． しかし稀にアカソヤブカが優

占する時には， その優占度は６０％前後であり，知床半島の羅臼湖の場合と同様に， 群集構造が複雑

になっている点， 非北方的性格を示しているものと考えられる．
３． 日

　

周 活 動 性

　

ヤブカ属のサッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカの４種類は， 共に薄暮

と薄明に活動が盛んになる二山型の活動性を示し， 昼夜を分かたず激しく来集するが， サッポロヤ

ブカとキタヤブカは夜間よりも昼間の活動がやや激しく， アカソヤブカとキソイロヤブカは昼間よ

りも夜間の活動がやや激しくなる傾向を示している，

　

佐藤・沢田 （１９６３） は大雪山系の実験で， Ａｅｄｇｓ（ｏｃゐ迄γｏね加ｓ）”粥粥“”お トカチヤブカ， Ａｅｄｅｓ

（ｏｃ賜好防の“ｓ）Ｐ％傭わγ チシマヤブカ， ＡｅαＢＳ（ｏｃゑＺＢＯＺの”ｓ）〆””ね瑠ｓ

　

ヒサゴヌマヤブカの活動性

を調べ， これらの蚊が昼間夜間を通して激しく来集し， 特に薄暮と薄明に活動が盛んになる傾向を

有すると述べているが， 銭函における平地性のヤブカ属についても同様な結果が得られた．

　

ミスジシマカは， 捕獲個体数が多いものではなかったが， 来集はほとんど昼間に限られることか

ら昼間活動性の蚊と思われる．

　

イエカ属のアカイエカとスジアツイエカの捕獲個体数も多くはなかったが， その活動は夜間に集

中しているようである．

　

佐藤・泉・大屋敷・薮ｏ津野・久井 （１９７３） は銭函の蚊類幼虫の調査で， スジアシイエカは銭函

で優占して棲息する蚊の１種類であると述べているが， 成虫で捕獲された個体は極めて少ないもの

であった．
Ｃｈｕｊ６ａｎｄ

　

ｏｔａ（１９５２）， Ｙａｍａｓｈｉｔａ（１９５２）， 榊原 （１９５９） らは， アカイエカは， それ以

外の種の個体数の多少によってその噂好性を変えることがあると途べている． 当地のスジアシイエ

カの来集が少ないのは， 混棲するキソイロヤブカやシナハマダラカの個体数が多いために， 暗好性

を変えているためとも思われる，

　

４． シナハマダラカ

　

シナハマダラカは， 本州においては衛生害虫として注目される蚊の１種類であるが， 本道におい

ては個体数が少なく， あまり問題にされていなかうた． 佐藤・岩瀬 （１９６０） も旭川地方の蚊類幼虫

の調査で， 旭川地方においてはシナハマダラカが未だ害虫化していないと述べている．

　

しかし銭函で行なわれた１９６９年８月２２日から８月２３日の実験では，１時間ごとに５分間，１６回

の捕集の結果，ＤＭ に来集するシナハマダラカの合計が７４６頭に達した． これは加藤・鳥海（１９４９）

の本州における実験結果に匹敵するほど個体数が多いと言える． 銭函での他年度の実験では， 本種

が必ずしも多いものではないが， その年度には本種の活動の最盛期をとらえられなかったのか， あ

るいはまた１９６９年が本種が特に多量に発生した年であったのかは明確でない．しかし佐藤ら（１９７３）

は， 銭函の蚊類幼虫の調査で， 本種幼虫の棲息水域が水田， 休田に進出していることを重視し， 本

種が害虫化の傾向を帯びていることを指摘していることを考え併せると， 銭函におけるシナハマダ

ラカの今後の動向が極めて興味深い．

　

５． ドライアイスの誘引効果

　

銭函におけるドライアイスの誘引率（ＤＭ／ＨＭ）を各蚊について示すと第３表のようになる．

　

すなわちどの種類の蚊の場合も， 人がおとりになるのに比べて，，ドライアイスを用いた方がはる

かに高い誘引効果を示している． またドライアイス法は， 蚊の活動の最盛期には特に有効である．
但しアカソヤブカだけは， 最盛期も平均もともに２．１で， 両者に差異は見られない．

‐ 佐藤ら（１９６９） は大雪山系の実験で，
．
‐ドライアイス法は， 蚊の活動の最盛期には極めて高い誘引

（５８）
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率を示したと述べている大雪山（ひさご沼では最盛期２．８， 最盛

　　　

第３表 ドライアイスの誘引率

期後では１．０）が，銭函では大雪山での数値をさらに上まわる誘

　　　　　　　　　　　

誘

　

引

　

，率
引率を示している． 特にサッポロヤブカの 最盛期における７，９

　　　

蚊 の 種 類

　

最盛期

　

平

　

均
という誘引率は注目に値する，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サッポロヤブカ

　　

・７，９

　　　　

３，８
６． 加藤式ドライアイストラップ

　　　　　　　　　　　　　　　　

キ タ

　

ャ ブ ヵ

　　

３，５

　　

１，５

　

本装置による時間ごとの捕集実験は， １９６８年の６月１日～６

　　

アカソャブヵ

　　

２，１

　　

２，１

月２日，６月３０日～７月１日にわたり延べ４８回行なっている．

　　

キソイロャブヵ

　　

５．５

　　　

２，７

　

本装置における総捕獲個体数や種類構成については ＤＭ

　

の

　　

ツナハマダラカ

　　

３，１

場合と大差がないが， 昼間の捕獲個体数に若干の差異が見られ

る． この理由は， 昼間は装置の金網が太陽光線で反射することや， 捕集する際にスカートの部分を

たたいたりして蚊をトラップに誘導すること， あるいは捕集した蚊を吸虫管で集めるためにスカー

ト内に人が入ることなど， 誘引効果を妨げたり， また逆に高めたりすることなどにあると考えられ

る．

　

宮城県でこの装置を用いた実験 （Ｋａｔ６ｅｔａｌｌｌ９６６）では夜間に使用しているだけであるが， 昼間

の使用については， 上述のように若干の疑問がある． しかし蚊帳と比較すると， 風向きを見定めな

くてもよいし， 雨が降っても濡れないなどの利点も挙げられる．

サッポロヤブカ

キ タ

　

ヤ

　

ブ

　

カ

ア カ

　

ソ ヤ ブカ

キソイロヤブカ

ツナハマダラ力

７，９

３，５

２，１

５．５

３，１

３，８

１，５

２，１

２，７

要

　　　　　　

約

　

１９６４年以来５年間にわたり， 銭函海岸付近の柏林の中で，ヒトやドライアイスに来集する蚊を時

間ごとに捕獲し， その種類構成， 日周活動性， 季節的消長， ドライアイスの誘引効果などについて

考察した，

　

１，

　

サッポロヤブカ， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカ， ヤマダヤブカ，エ ゾヤブカ，

ミスジシマカ， アカイエカ， スジアシイエカ， ハマダラウスカ， シナハマダラカの１１種類の蚊が

得られた．
２， 総じて最も多いのはサッポロヤブカで， キタヤブカ， アカソヤブカ， キソイロヤブカ， シナ

ハマダラカがこれに次ぐ．

３． 上記５種類の蚊の発生量は， 年によってかなり大きく増減する．
４． サッポロヤブカとキタヤブカは， 従来報告されている

　

０物Ｚ好防の“ｓ

　

亜属のヤブカ類と同様

に， 昼夜連続的に活動するが， 昼間の活動の方が比較的激しく， また二山型の活動生を示す． アカ

ソヤブカとキソイロヤブカも同様な二山型の活動性を示すが， 夜間の方が昼間の活動よりもやや激

しい．

５． 各蚊の活動の最盛期は， サッポロヤブカとキタヤブカが５月中旬～６月上旬， アカソヤブカ

が６月下旬から７月上旬， キソイロヤブカが７月中旬と８月下旬の２回， シナハマダラカが８月下

旬である，
６， 活動最盛期の優占度は， サッポロヤブカは７５～８５％でやや高いが， アカソヤブカは約６４％

で， 必ずしも高いとは言えない． シナハマダラカとキソイロヤブカが同時に，共に５０％に近い優占

度で来集する時期もある．
７， シナハマダラカが一時期に多数来集するのは， 道北では見られないことであり， むしろ本州

的であると思われる，
８， ドライアイス法は， 人が囚りとなる場合よりも一般に高い誘引効果を示し， 特に活動の最盛

期には極めて高い誘引効果を示す．

（５９）
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